20180819レムナント教会1部
ナジル人サムエル（Ⅰサムエル1:26-28）
　私たち信者にとって重要な課題がいろいろありますが、その中で大切なテーマというのは、たまたま今を生きる者ではなく、この時代をもって信者である自分のアイデンティティを正しく発見することです。いまの時代と自分自身とを結びつけることがなければ、未信者とあまり変わらない人生を送るようになるでしょう。いろいろなことがあるでしょうけれど、この時代をもって信者である自分のアイデンティティがなにかを正しく発見すれば、人生の勝利は間違いありません。聖書はすべてそのような話であるし、特にレムナント7人の話はそのようなことを語っています。その中で特に今日はサムエルという人を通して、そのようなことを確認していきたいと願います。

サムエルはどのような時代の背景を持ってこの世に生まれてきたのでしょうか。それをまず考えたいと思います。神様がモーセを通してイスラエルの民をカナンまで導かれました。その後、ヨシュアとカレブを中心にしてカナンを約束通り征服するようになります。そこで万々歳をしながら感謝をもってハレルヤと賛美をささげるべきなのに、カナンの征服の勝利を経験したイスラエルの民は、よその国の偶像にどっぷりはまって偶像崇拝に走ることになりました。それがイスラエルです。その結果、士師記という時代を迎えるようになります。士師記の時代はどういう時代なのかというと、偶像崇拝にはまってしまったことによって周りの国々から攻撃を受けるようになり、1年間の畑の仕事をするとそれが一瞬にして全部奪われるようになる時代です。そこで嘆きをもって「神様、助けてください」と叫ぶと、神様が士師を立ててイスラエルを助けます。しばらくその状態が続き、また、イスラエルは少し安定すると偶像崇拝に走ります。それでまた攻撃を受け、侵略によってすべてを奪われることになります。そうすると、また叫びます。神様がまたそこで士師を立ててイスラエルを助けます。これがずっと繰り返される時代が士師記の時代なのです。そのうちだんだんとヨシュアの時代のカナンの征服の勝利はどこかに飛んで行ってしまって、士師記の時代の最後に、彼らはおのおの自分勝手な意見に従って人生を生きるようになったと記されています。神のみことばなどは全く眼中にない時代になってしまいました。
そして、サムエルが生まれるようになったのは、この士師記の末期です。士師記の最後の祭司はエリという人です。エリが祭司をしていた時代です。聖書を見ますと、神のみことばが途絶えていて、いわば霊的にも肉体的にも真っ暗な状態です。神の神殿も存在しているし、そこに契約の箱もしっかり保管しているし、ときになると過越しの祭りを守り、いろいろな行事もしっかりと守ってはいたのです。しかし、エリは祭司として何の役割もできないし、何のパワーもなく居眠りをするしかない状態でした。祭司だったエリがそのような状態であれば
それがイスラエル全体を現す象徴的な内容なのです。このままではどうなってしまうのだろうという時代的な背景の中でサムエルが生まれるようになります。しかし、単に生まれるのではなく、サムエルのお母さんだったハンナという人が神様にお祈りをささげて、その答えとして生まれるようになるのですが、最初からそのように答えられたわけではありません。当時は一夫多妻という制度が許されていたので、ハンナという女の人が、自分ではなく他の2番目、3番目の妻には子どもが生まれていて、自分には子どもが生まれないわけです。いまも子どもが生まれないことが悩みの種でしょうけれども、いまのこととは次元が違います。当時は、女の人に子どもが生まれない場合には、神に見捨てられたものだと思われる時代なのです。それで彼女が1番目の妻なのに子どもがいないがゆえに、2番目、3番目に子どもがいる妻からいつも嘲られていじめられるようになったのです。それでハンナは「神様、なぜ私だけ子どもがいないのでしょうか。私にも子どもをください。なぜ私だけがこんなみじめな思いをして、こんな辛い思いをしないといけないのでしょうか」とずっと訴えて祈っていたのにもかかわらず、神様から返事がありません。無反応なのです。そのうちこのハンナが気づきました。いまのこのような真っ暗な時代、いまで言いますと教会でさえ堕落して世の中と何の違いもないものになってしまった、こういう時代に子どもはたくさん生まれたのだけれど、この時代の痛みを抱えて、神の側に立って神様とともに涙を流すような人間はだれ一人いないということに気づいて祈りが変わりました。「神様、ごめんなさい。自分のことばかり考えて、時代が滅びて教会が滅びていても何の痛みも感じないまま、自分に子どもがいないことばかり、しかも肉体的な次元で訴えていました。神様、もし神様が私に子どもを許されるのであれば、その子どもをナジル人としてこの時代のために必要な人間、神様が求められる人間として神様にささげます」と祈ったときに与えられたものがサムエルという人なのです。そのサムエルを通して、イスラエルは丸ごと変わり、後で申し上げますが、サムエルが生きている間は戦争がなかったと言われるような時代の流れを変える主人公になりました。そのサムエルがレムナントの一人です。このサムエルの誕生、サムエルの人生を通して、私たちは、神様からのメッセージ、契約をしっかり握っていないといけません。
その第1がなにかと言いますと、中身を伴わない形式というものは偶像と一緒です。福音の契約の中身を失ってしまった形式というものは、宗教と偶像と同じものだということです。キリストという契約、この中身が欠けているのに形式だけが残っているのです。そうすると、結局は、形式そのものに捕らわれるようになります。中身がないのに、中身が間違っているのに、それを気にせず形式を守って、形式をどうするかということに捕らわれるようになります。別の表現で申し上げると、縛られてしまうようになります。もちろん皆さん、形式そのものを無視したり、形式がいらないという話ではありません。しかし、人間というのは、中身がともなっていないのに型式があれば形式そのものに捕らわれて、最終的には、形式を守っているので、形式があるからそこに安心して安住するわけです。それでいいのだと。律法が与えられているので文字通りに守っているではないかと。しかし、そこにキリストという中身は欠けています。神殿がしっかり立っていて、契約の箱まで保管されているわけです。そこで定期的に礼拝をささげて、血のいけにえをささげたりしていました。だから、いいのではないかとなりますが、もはや中身が欠けているのです。キリストといういのちの流れがないのです。教会があり、教会の看板があり、教理があり、礼拝という形式があり、祈りがあり、伝道という行為があるかもしれません。けれども、キリストとい中身が欠けている場合には、形式そのものに安住してしまうようになり、その結果、大きいかどうかとは関係ありません。結局、教会があるのにもかかわらず、現場を喪失してしまうようになります。現場を征服すべきなのに現場とのかかわりがないのです。それを旧約ではどのように表現しているかというと、周りの敵からいつも攻撃を受けて被害を受けるようになると言っています。それが現場を失ったという裏返しです。その結果、最終的には、この世の中とまったく何も変わらないものになってしまいます。十字架がかかっているだけであって宗教となんら変わりもないし、世の中の福祉団体と何の変りもないし、世の中の倫理、カウンセラーの団体とまったく変わりはないし、そういうものになってしまいます。テーマが世の中の肉の者になります。それを世俗化と言います。その時点でキリスト教会は敗北したということになります。それでそのテーマを持って活発に活動して世の中にいろいろな影響を与える場合もあります。いまのカトリック教会がその典型的なケースですが、だからといってそれが勝利かと言いますと敗北です。中身を失い、回復できないまま世の流れにそのまま流されてしまったということです。それがサムエルが生まれたときの時代の背景です。それを通して、これが永遠に変わらない真理なので心に留めましょう。レムナントは特に心に留めましょう。中身のない、中身を失ってしまった形式というものは、偶像崇拝と一緒です。それがサタンの戦略です。そうすると、世の中を変えて生かすべきなのに、逆にやられてしまうので、世の中は暗やみに覆われているままの状態でずっと災いに遭うしかない状態が続きます。神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛される方なので、こういうときに神様は、この世のために、この世をしっかり助けるために、ナジル人を備える方なのです。神様は、このような状態を放っておかないで、この世に絶対必要なのはナジル人なので、神様はナジル人を用意して、ナジル人を起こして立てられる方なのです。ナジル人を通してこの流れをすべて変えられる方です。それがサムエルを通して私たちがしっかり握るべき契約です。そのために個人的には痛みを許される場合があるのです。ハンナのように。その痛みの形は人それぞれ違います。しかし、その痛みは個人に痛んでもらうために許されるものではありません。ナジル人というテーマにフォーカスを合わせないといけません。この痛みを通してハンナは「なぜこんなに痛いのだろう。なぜ私だけこんなことがあるのだろう」と嘆いていたのですが、そのときまでは神様は動けないのです。その個人の痛みを通して、時代の痛みを見てもらうために許されたものです。家族の中にとても厳しい問題を抱えている人がいるかもしれません。大きな病気を患う場合もあります。この社会から疎外される寂しさを経験する場合もあるでしょう。いじめにあった場合もあります。そのいじめが問題ではなくて、それがいまの時代の痛みなのです。それを見てもらうために許されたのに、「なぜ私だけが、どうして私だけが」といつまでもそうしているので霊の目が開かれないわけです。そこで時代の痛みを見て一緒に感じることによって、この時代に、この世に本当に必要なものは何なのかに気づいてもらうためなのです。なにが本当に必要なのでしょうか。福祉でしょうか。温かい愛情でしょうか。科学でしょうか。ゲームでしょうか。音楽でしょうか。何でしょうか。個人の痛みを通して、時代の痛みを見た人は分かります。「そうだね。いま子どもがいるかいないかの問題ではなくて、この時代にキリストが必要なのだ。そのキリストのためにという人間が一人もいないのだね」ということに気づくようになります。まことの必要は何なのか。そこで初めて変わるのです。

それを聖別と言います。Uターンするようになります。なにが変わるのでしょうか。願いが変わります。祈りが変わるのです。こうしてください。ああしてくださいではありません。祈りが変わるのです。ハンナの祈りのように。「神様。いままで間違えていました。自分が痛い、痛い、自分が苦しい、苦しい。そればかりで時代の痛みなど見ることもできないまま、神様がどういう思いでいらっしゃるのか、いま神様の心境、神の御旨は何なのかまったく考えることができないままエゴばかりでした。神様、いま男はたくさんいますがナジル人は一人もいません。神と一緒に痛みを感じて、その御旨に立つ人間は誰もいません。筋トレをしてすごい筋肉を持つ丈夫な人間はいますが、ナジル人はいません。神様、私がナジル人として残りの生涯を生きていきます」。このように願いが変わります。それでナジル人と言います。

そして、契約を回復するようになります。祭司がいるのにもかかわらず、契約の箱が目の前にあるのにもかかわらず、中身の契約とは全く無関係の状態なのです。そこでナジル人になることによって契約を回復します。その契約はこういう内容です。キリストの他に希望などは一切ございません。イエスがそのキリストです。私はイエスの霊が宿っている神の子どもです。この世にキリスト以外に答えはありません。だから、私が存在する理由は、この暗やみの世にキリストを伝えて、神の国を建てることです。これが契約です。これが心から告白できるもの、それがナジル人です。皆がなにを食べるか飲むかを気にして、どうすれば出世できるか。どうすれば暖かい家庭を持てるか。どうすれば金持ちになれるか。どうすれば健康になれるか。どうすれば…と言っている中で、神様、私は違います。私は彼らと一緒ではありません。私が存在する理由は、この世にキリストを伝えて神の国を建てることです。同じ勉強をしていても、同じ職場に行っていても、同じ飯を食っていても、同じ空気を吸っていても、私は違います。これをナジル人と言います。神様は、ナジル人を起こされます。この時代に必要なのは、有名な科学者、優れた学者、政治家ではなくてナジル人なので、キリストの他には希望はないと結論を出している人間が必要なので、教会は多く、クリスチャンは多いけれども、そのような人間がいません。
そして、神様によって立てられたナジル人を通して時代の流れを必ず変えられます。最初、サムエルが生まれたときは、それが何なのかと思われるでしょう。小さな子どもが生まれただけなので。ハンナは乳離れが終わったときに、その赤ん坊を神殿にささげ、祭司のもとに預けるようになりました。もはや私のものではありません。ナジル人なのです。神の御用のために生まれてきた者です。それがサムエルです。すべてが真っ暗で教会でさえ堕落してしまったときでも、ナジル人がひとり起こされればすべての流れを変えてしまうようになります。それを指して改革と言います。サムエルを覚えるたびに、改革という言葉をいつも一緒に覚えていないといけません。それでⅠサムエル3：19を見ると、サムエルが話す言葉はひとつも地に落ちたことがないとあります。流れを変えるために、まず契約を回復した一人が、神のみことばが回復するようになります。みことばがどんどんその人に力となり祝福となります。みことばを回復することによって、Ⅰサムエル7：5-6を見ると、皆さんもご存知のようにミツパというところにイスラエルのためを全部集めて、水を灌ぐかのように悔い改めて偶像を捨てて神のもとに立ち返ることになりました。それがミツパの改革です。ナジル人が一人起こされると、一人のように思われますが教会の改革、教会を回復するようになります。そして、先ほども申し上げましたように、Ⅰサムエル7：13を見ると、サムエルがいる間には、ペリシテの攻撃が止まって戦争が無くなっていたとあります。これはどういう意味なのでしょうか。現場を回復したということです。ナジル人を通して、現場を回復するようになります。教会があるから問題ではありません。現場を回復しなければいけません。戦争が止まったというのは勝利の宣言なので、現場での勝利を意味します。

それから、Ⅱサムエル16：13を見ると、この改革が一時的なものにならないように、次の世代、後代を回復するようになります。神様の導きによってダビデとの出会いが許されて、ダビデを育てダビデを立てていくようになります。ナジル人一人が起こされることによって、流れをすべて回復します。みことばを回復し、教会を回復し、現場を回復し、次世代を回復していくようになるということを、サムエルの人生を通して私たちはその証拠をしっかりと見ることができるわけです。これを契約として握って、ぜひ皆さんの中でフォーラムをしていただきたいと思います。皆さんがイエス･キリストを信じて信者になりました。そうであれば、どんな過去があろうが、いまどんな状況であろうが関係なく、信者であるので皆さんは全員、感謝なことに、驚くべきことに、ナジル人として召されているということを覚えていてください。神様が今の時代を生きるイエス･キリストを信じる信者ひとりひとりは全員ナジル人として召していらっしゃるのです。問題はその自覚がないのです。だから、自分はナジル人なのだという自覚をぜひ持ってほしいなと思います。
ナジル人とはどういうことなのでしょうか。聖書には、髪の毛にはさみを入れない、ずっと伸ばしっぱなしと言っているのですが、この髪の毛というのは、主人を意味します。神が私の主人だという意味がありますが、ナジル人としての自覚というのは、自分はそこら中の人と同じ学校、同じ家庭、同じ職場、同じ飯を食っていても違う存在なのだという意識です。違うという。だから、そこら中の人と根本的に違うし、だから、生きる理由、目標も根本的に違う。次元も違うという自覚です。だから、よその人と比較したり競争したりする理由もないし、してもいけません。次元が違うのですから。そして、それを別の言葉で申し上げると、ナジル人というのは、この時代になくてはいけない絶対に必要な存在なのです。なにか痛みを感じている方々は、そればかりではなく、いまの時代がその痛みを味わっていると、時代を見るための窓口のように見てください。神様は、この時代に精神的な問題がテーマなので、そこに私をナジル人として用いられるためにそういうことを許されたのだねと。だから、私はなくてはならない絶対に必要な尊い存在だ、これがナジル人としての自覚です。

そして、自覚に留まらないで、ナジル人としての覚悟をぜひ持っていただきたいと思います。これは先ほども申し上げましたように、私の人生は契約を全うするための人生です。その契約のために私の人生、自分自身をささげます。これが覚悟です。皆さんの好きなものをこれから全部捨てて、好きなことを止めなさいという話ではありません。そのように誤解して献身を躊躇する方がいらっしゃるのですがそうではありません。ただ私の人生そのものの理由が契約を全うするためにあります。キリストが宣べ伝えられることのためにあります。そのことのために私の人生は主のものです。神様にささげます。用いてください。そして、もう一つの覚悟は、それを全うしていくために神様はすでに私たちをサミットの場に召されてサミットの祝福を与えられました。サミットというのは、例えば、いちばん高い山のてっぺんに行きますと、雲が下にあります。雲の下で起きる雨が降ったり、風が吹いたりということは、その下の話であって、てっぺんとは何の関係もありません。それをサミットと言います。植民地はどうしましょうか。子どもが生まれていないのですが。死の影の谷を歩いていて刑務所に入って濡れ衣を着せられました。いじめられました。これらのことが一切タッチできないところに私たちは立っているのです。天にある霊的なすべての祝福をいただいて、キリストともに天のところに座らせてくださいました。主が私たちといつまでもともにおられるので、私たちは地上に生きていながらも神のところに一緒にいるものです。サミットのところに召されて、サミットの祝福を与えられたので覚悟してください。なにがあっても私はサミットのところに立って、その祝福を味わう。それが死の影の谷を歩きながらも、主は私の牧場の羊飼いであり、乏しいことはありません。刑務所の中にいながらも、私を強くしてくださる方にあって、できないことはなにもないということです。皆さんに困難なことがあったときに、皆に祈りをお願いするということは非常に良いことです。でも、その祈りをお願いするそれをサミットに、それをキリストに変えてみていただきたいと思います。そうすると、お願いする祈りは、内容が変わります。自分が困っていて大変なことがあるときには、ある意味、祈りなどはお願いしないでしょう。そのお願いする代わりにキリスト！になるわけです。やってみてください。誰かにお願いして、誰かになにかを頼みたいという気持ちになった時に、それを変えてキリスト、サミットとやってみてください。何でもかんでも協力をお願いすればいいわけではありません。サミットは、地球の誰もが私を助けてくれなくても構わないというところです。それがもうすでに私たちに与えられました。私たちはそういう存在です。なぜなら、主がともにおられるからです。ナジル人としての自覚を持って覚悟をして、それから、あまり大袈裟にせずに、その祝福は無限の者なのですが、小さな決断から具体的に実践しましょう

その決断が何かというと、皆さんがあまりにも軽く思っている礼拝を大事にしてください。礼拝に成功しようという決断をしてください。ときには礼拝のゆえに他の何かを犠牲にすることを経験しないといけません。他の大事なにかのために礼拝を犠牲にすることがあまりにも多いのです。私もあまり強くは言えないですが、それが決断です。礼拝にいのちをかけて、礼拝から流れるみことばに私はすべてをかけるとみことばを握って祈ること、それを決断してください。すぐに実行ができなくても構わないので決断してください。小さい決断が、本当は小さいものではないでしょう。

それから、最後に、これを決断してください。現場で伝道の決断をすることなのですが、伝道をしようということ以前に、現場にいる人間をよく霊的な目で見て観察していくという決断をしてください。なるほど、キリストがそれで必要なのだねということが、はっきり伝わってくるまで観察してください。現場には人間がいるでしょう。上か下か家族か誰かは分かりませんが。誤解はしないでください。今回、２歳の子どもが行方不明になってあるボランティアによって助かりました。本当に良かったと思います。ただ私はそれを見てよかったと思いながら、同時にあのボランティアさんは、あの感動的な意志を持っていのちからは遠ざかっているのではないでしょうか。そういうものがあるからこそキリストでなければいけないのに、あのおじいさんにもキリストが必要なのにと思い、私は素直に全部を感動して喜ぶことはできませんでした。それを観察と言います。良いことは良いことなりに、あの人はあんなに良いことがあるから、立派なことがあるから、感動的なのでキリストがいらないと思うだろう。また、むちゃくちゃな人を見ると、悪魔のしわざによって騙されていることを見ながら、とにかく良いもの悪いもの関係なくキリストが必要なのだと伝わってくるようにすると自然に門が開かれます。家族は中々、そのように見たくはないでしょうけれども、見ていてください。素直に。ナジル人としての小さな決断です。そうすると皆さんにサムエルが味わっていた答え以上の豊かな答えを味わうようになるでしょう。
（祈り）
愛する天の父なる神様。いまの時代を生きる信者である私たちが、この時代を見て自分のアイデンティティをしっかり確認して、ナジル人としての自覚と覚悟、また、決断があるようにひとりひとりを導いてください。偶像にまみれている国の中でキリスト教の人口は0.3％以下であり、その中で教会はもう牧師がいなくて5年、10年の間にすべてが閉鎖されるような時代を背景にして、いま私たちが信者として召されていることを改めることができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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